
令和６年度 大口町議会活動方針 

 

１．基本理念 

 近年、住民ニーズや地域課題が多様化・複雑化するなか、住民の多様な意見を反映し

ながら合意形成を行う場である議会には、これまで以上にその重要な役割を果たすこと

が求められており、また、その議会を構成する議員についても資質の向上が求められて

います。全国的に議員の成り手不足が年々深刻化しているなか、議会や議員が何をして

いるかよくわからないといった町民のマイナスイメージを払拭し、政治をもっと身近に

感じていただくためにも、これまで以上に町民にわかりやすく、開かれた議会を目指し

てまいります。 

 

２．基本方針 

（１）議会活動の見える化への取り組み 

  ・町民に必要とされ、わかりやすく、開かれた議会を目指すために、町民とのふれ

あい交流事業の開催 

・SNSなどを活用し、若者に向けた情報発信の検討を行うことで、投票率の向上を

目指す 

（２）議会改革への取り組み 

  ・議会の機能強化や情報公開など、町民目線、町民感覚に則った議会改革の推進 

  ・議員の成り手不足への対応として、議員の定数見直しについての検討 

（３）政策立案に向けた取り組み 

  ・先進市町による政策立案・政策提言の取組事例の調査・研究 

 

３．委員会活動方針（取り組むべき課題） 

   総務建設常任委員会 

    １ 地域と企業が一体となる防災についての調査・研究 

 

   文教福祉常任委員会 

    １ 健康維持により「予防福祉」につなげる施策などについての調査・研究 

 

広聴広報常任委員会 

１ 議会だより年４回(R６年７月、10月、R７年１月、４月)の発行 

２ 広聴力・広報力の強化 

 

議会運営委員会 

１ デジタル化に向けた調査・研究 

 

４．議員研修事業実施計画 

   議員の資質向上を図るために研修事業を推進する。 


